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千葉市の医療機関における外国人の受診状況に関する実態調査
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目的　わが国に入国・滞在する外国人が増加し，医療機関を受診する機会も多くなっていると考

えられるため，医療機関における外国人の受診状況とその問題点を明らかにすることを目的

とした。

対象と方法　千葉市内の全医療機関467施設を対象に，1997年10月に郵送による質問紙調査を行

った。主な内容は，過去3ヵ月間における外国人の診療状況，健康保険加入状況，外国人患

者が受診した場合の対応，診療時に生じた問題点，外国人医療に対する意見などである。

成績　有効回答が得られた210施設（病院27，診療所183）のうち，調査前3ヵ月間に外国人を診

療したのは133施設（63.3％）であり，過去1年以内に診療したものを含めると187施設

（89.0％）は外国人の診療を行っていた。1施設あたりの外国人患者数は，3ヵ月で10人以下

とするものが102施設（76.7％）と多く，平均13.8人（病院23.5人，診療所12.2人）であった。

外国人の健康保険加入率は施設により異なるが，全体では68.6％であった。外国人が受診し

た場合，172施設（81.9％）は日本人と同様に診療するとした。外国人を診療する際の主な

問題点として，言葉が通じないために意志疎通が困難であることと，健康保険未加入による

医療費の支払いの問題があげられた。154施設（73.3％）は外国人患者とのコミュニケーシ

ョンを図る準備がなく，特に英語以外の外国語への対応は不十分であると考えられた。過去

1年間に外国人による医療費の未払いがあったのは20施設であり，総額は約2,380万円であ

った。

結論　多くの医療機関は外国人患者も日本人と同様に診療を行っているが，意志疎通が図りに

くいことと，健康保険への未加入による医療費の未払いが大きな問題となっており，これら

への対策が必要であると考えられた。
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